
 

  

 
 

 
  

【１ 現状と課題】 
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☝ 
代表例は腰痛 

千 葉 労 働 局  
令和7年 9月１日～30日 
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【２ 近時適用される改正法令、ガイドライン】 

1 工作物石綿事前調査者（8.1.1～）…資格者の養成・配置はお済みですか？   
工事前の石綿の有無の調査（事前調査）は令和 5 年 10 月から日本アスベスト調査診断協会に登録された者ま

たは特定建築物石綿含有建材調査者、一般建築物石綿含有建材調査者、一戸建て等石綿
含有建材調査者が行うことが必要になっていますが、令和 8 年 1 月 1 日から工作物※の
解体または改修の作業についても石綿含有の事前調査を資格者（工作物石綿事前調査者）
が行わなければならないようになります。 

※ 工作物の例「反応槽」「加熱炉」「ボイラー及び圧力容器」など 
 

 
２ 労働安全衛生法及び作業環境測定法等の改正 
多様な人材が安全に、かつ安心して働き続けられる職場環境の整備を推進するため、個人事業者等に対する安

全衛生対策の推進や、職場のメンタルヘルス対策の推進などの措置を行うことを義務付ける改正がされました。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

労 働 安 全 衛 生 法 及 び 作 業 環 境 測 定 法 改 正 の 主 な ポ イ ン ト に つ い て  
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【３ 労働衛生週間取組テーマ事例】  

1  健 康 診 断 とストレスチェック …全国的にも過労死等認定事案が増加 

令和 7 年度全国労働衛生週間実施要領では、“労働環境を取り巻く変化に対応し、あらゆる労働者が健康に
働き続けるためには、職場における健康管理はもとより、女性の健康への対応、治療と仕事の両立支援、高年
齢労働者が安全に、かつ安心して働き続けられる職場環境の整備を推進”が重要と述べられています。 
今年度の千葉労働局は 「すべての人が安心、安全、安定して働ける社会（ちば） 」をめざして行政運営を進めて
いますが、心身の健康の保持増進は、安心、安全、安定の礎です。 
(1) 定期健康診断の有所見率(ｐ１【１】- （1）のグラフ)について、千葉県における有所見率は全国平均より数パー
セント低値で推移しているものの増加傾向にあり、近
年は 50％超となっています。 

(2) 精神障害に関する労災補償の状況 
右の折れ線グラフは、千葉労働局における精神障害

に関する労災補償状況の推移となりま
す。請求および支給決定件数の増加傾
向は顕著なものとなっています。 
令和 5 年 9月には、「心理的負荷によ
る精神障害の認定基準」が改正されて
います。 
 

２ 職 業 性 疾 病 予 防 …化学物質管理者の選任が必要な場合の主な点検・確認事項 

（1）化学物質管理者の選任  
  リスクアセスメント対象物の製造、取扱い、または譲渡提供する事業場では専門講習の修了者から要選任 
   Step up☞  ◎ 不在時の補完・フォロー、後継者の育成等も検討しておきたいところです。  
（2）化学物質管理者の職務  

 ➊ラベル・ＳＤＳ等の確認  
 ➋化学物質に関わるﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄの実施管理  
 ➌ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ結果に基づくばく露防止措置の選

択、実施の管理  
 ➍各種記録の作成・保存  

 ➎化学物質の自律的管理に関わる労働者への周知、教育 
 ➏ラベル・ＳＤＳの作成(ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ対象物の製

造時事業場の場合  
 ➐ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ対象物による労働災害が発生した

場合の対応
（3）保護具着用管理責任者の選任 と 職務 

check☞ 化学物質の管理に関わる業務を適切に実施できる能力を有する者を選任し、❶有効な保護具の選
択、❷労働者の使用状況の管理、❸その他保護具の管理 は行えていますか？ 

（4）雇入れ時の教育の拡充 
 右の業種では、機械等、原材料等の危険性または有害性およ
びこれらの取扱方法などの雇入れ時教育を省略できません。

今 年 は ど ん な 取 組 を 展 開 し ま す か ？  
 重点的に取り組むべき事項は、事業場によってさまざまとなりますので、“厚生労働
省千葉労働局ホームページ”や『労働衛生のしおり（中災防 編）』をご参照ください。 

 以下にいくつか取組テーマの参考事例をご紹介します。 
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（5）労働衛生週間と化学物質管理強調月間（2月）とを連結した取組 
化学物質管理の目的の共有や従事者の認識合わせ等、衛生週間と紐づけて展開されてはいかがでしょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 高年齢者労働災害防止対策 …指針はまだ示されていませんが、こんな点検・確認はいかがでしょう 

(1) 令和 7 年 5 月 14 日に公布された改正労働安全衛生法では、高年齢労働者の特性に配慮した作業環境の改
善、作業管理などの必要な措置が事業者の努力義務となり、おって、その措置の適切かつ有効な実施を図る
ための指針が示されることとなっています。 
近年発生の労働災害の傾向(ｐ１【１】-(３)のグラフ)をみると、「高年齢労働」「転倒災害」 「動作の反動≒腰痛」

といった労働災害との向き合い方が、 災害削減⇔快適で安全な職場 / 少子高齢化の進行に伴う人材の確
保難 / 生産性向上 のキーになっていくと思われます。 
『事業場における労働者の健康保持増進のための指針』 （昭和 63年 9月 1 日 健康保持増進のための指針公示第１号(改正

令和５年３月３１日)の「2 健康保持増進対策の基本的考え方－③労働者の高齢化を見据えた取組」では、 
労働者が高齢期を迎えても健康に働き続けるためには、心身両面の総合的な健康が維持されていることが必

要であり、・・・高年齢労働者を対象とした身体機能の維持向上の取組等を通じて、加齢とともに筋力や認知

機能等の心身の活力が低下するフレイルやロコモティブシンドロームの予防に取り組むことが重要である。 

とされ、「4-（1）-イ-健康指導-(ｲ）労働者の健康状態の把握」では、 
筋力や認知機能等の低下に伴う転倒等の労働災害を防止するため、体力の状況を客観的に把握し自らの身

体機能の維持向上に取り組めるよう…以下の健康測定

を実施することが考えられる 
として 
・転倒等のリスクを確認する身体機能
セルフチェック 
・加齢による心身の衰えを確認するフ
レイルチェック 
・移動機能を確認するロコモ度テスト 

が例示されています。 
（2） 本週間で健康測定を実施し、THP推進のため
のナッジ（nudge：そっと後押しする） の機会としては
如何でしょう。 

 

（参考）千葉県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  

ロコモティブシンドロームの予 防  
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